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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 30,879 △16.4 743 74.9 1,058 36.7 551 ―
21年3月期第3四半期 36,918 ― 424 ― 774 ― △128 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 16.00 ―
21年3月期第3四半期 △3.77 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 46,414 17,823 38.5 518.35
21年3月期 49,340 17,282 35.1 501.82

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  17,878百万円 21年3月期  17,308百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.00 ― 2.00 5.00
22年3月期 ― 3.00 ―
22年3月期 

（予想）
4.00 7.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,500 △14.6 550 102.4 940 72.7 200 ― 5.80
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて作成し
たものであり、実際の業績等は様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 34,587,433株 21年3月期  34,587,433株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  95,692株 21年3月期  95,361株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 34,491,959株 21年3月期第3四半期 34,167,515株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、在庫調整の進展や海外経済の改善を背景に輸出など一部に

持ち直しの動きが見られましたものの、企業業績は依然として低迷しており、設備投資の減少や雇用情勢の悪化な

ど、先行き不透明な状況のまま推移いたしました。 

当社グループを取り巻く経営環境につきましては、公共投資の縮小に加え、民間設備投資の抑制や住宅投資の減

少など、依然として厳しい状況が続きました。 

このような状況の下、当社グループといたしましては、「2007～2009年度デイ・シイグループ中期経営計画」で

掲げた基本方針に基にづき、建設資材のトータルサプライヤーとしての技術・ノウハウなどの経営資源を積極的に

社会へ提供し、企業価値向上のために取り組んでまいりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は30,879百万円と前年同期と比べ6,039

百万円の減収となり、営業利益は743百万円と前年同期と比べ318百万円の増益となり、経常利益は1,058百万円と

前年同期と比べ284百万円の増益となり、四半期純利益は551百万円と前年同期と比べ680百万円の増益となりまし

た。     

事業の種類別セグメントの状況は、次のとおりであります。 

なお、第１四半期連結累計期間から事業の種類別セグメントを変更したため、前年同期比較にあたっては前第３

四半期連結累計期間分を変更後の区分に組み替えて行っております。 

  

１．セメント関連事業 

 当事業におきましては、公共工事の削減に加え、設備投資等の低迷により、民需も大幅に落ち込みましたため、

販売数量は減少しました。また、川崎工場において、セメント製造設備の老朽化対策工事等を実施し安定運転に注

力するとともに、石炭並びに電力等のエネルギー費の削減を図りました。この結果、売上高は9,341百万円と前年

同期と比べ1,278百万円の減収となり、営業利益は736百万円と前年同期と比べ330百万円の増益となりました。 

  

２．骨材事業 

当事業におきましては、生コンクリート用骨材の需要低迷により、出荷数量は減少しましたが、流通の見直しな

どによるコスト削減を図るとともに、生産面も、燃料費の削減など製造原価の低減に努めました。この結果、売上

高は7,309百万円と前年同期と比べ942百万円の減収となり、営業利益は95百万円と前年同期と比べ57百万円の増益

となりました。 

  

３．環境リサイクル事業 

当事業におきましては、工事件数の減少などにより、取扱主要品目である建設発生土の発生量が特に昨年10月以

降落ち込んだため、取扱数量は大幅に減少しました。この結果、売上高は3,096百万円と前年同期と比べ1,968百万

円の減収となり、営業利益は212百万円と前年同期と比べ162百万円の減益となりました。 

  

４．不動産賃貸事業 

当事業におきましては、不動産市況の軟化が続いているなか、鋭意不動産の有効活用に取り組み収益の確保に努

めました。この結果、売上高は604百万円と前年同期と比べ４百万円の減収となり、営業利益は347百万円と前年同

期と比べ15百万円の増益となりました。  

  

５．生コンクリート事業 

当事業におきましては、生産の効率化などコスト削減に取り組んだものの、建設需要が大幅に落ち込んだため、

販売数量は減少しました。この結果、売上高は7,332百万円と前年同期と比べ490百万円の減収となり、営業損失は

407百万円となりました。 

なお、当事業は従来「生コンクリート・コンクリート二次製品事業」としておりましたが、前連結会計年度にお

いて「コンクリート二次製品事業」の縮小・撤退を決定したことに伴い、同事業を「その他事業」へ移管し、「生

コンクリート事業」と変更しております。 

  

６．管路事業 

当事業におきましては、建設資材等の需要の減少により、販売数量が減少しました。この結果、売上高は1,771

百万円と前年同期と比べ367百万円の減収となり、営業損失は314百万円となりました。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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７．その他事業 

当事業におきましては、㈱シンセイ栃木を休止するなどコンクリート二次製品事業の販売及び生産の合理化策を

図りました。この結果、売上高は1,423百万円と前年同期と比べ986百万円の減収となり、営業利益は76百万円と前

年同期と比べ236百万円の増益となりました。 

  

当第３四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ2,925百万円減少し、46,414百万円となりまし

た。その主な要因は、受取手形及び売掛金の減少1,963百万円であります。 

負債につきましては、前連結会計年度末と比べ3,466百万円減少し、28,590百万円となりました。その主な要因

は、借入金の純減額1,978百万円であります。 

純資産につきましては、前連結会計年度末と比べ540百万円増加し、17,823百万円となりました。その主な要因

は、四半期純利益551百万円であります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、3,809百万円（前年同期比88.4％増）であります。 

その主なものは、減価償却費1,993百万円、売上債権の減少額1,961百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、1,535百万円（同48.6％減）であります。 

その主なものは、有形固定資産の取得による支出1,409百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、2,258百万円（前年同期は645百万円の獲得）であります。 

その主なものは、借入金の純減額2,039百万円によるものであります。  

 平成21年11月12日に公表いたしました連結業績予想から修正はありません。   

  

 該当事項はありません。  

   

簡便な会計処理  

①たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末におけるたな卸高は、第２四半期連結会計期間末の実地たな卸の残高を基礎

として、第３四半期連結会計期間末までのたな卸資産の受払結果から算出しております。  

②経過勘定項目の算定方法 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。  

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の算定については、加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定して算定しております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断は、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを使用しております。 

 該当事項はありません。   

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,739 1,727

受取手形及び売掛金 9,698 11,662

商品及び製品 1,029 1,210

仕掛品 13 24

原材料及び貯蔵品 931 901

その他 548 805

貸倒引当金 △109 △116

流動資産合計 13,852 16,216

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,177 7,635

機械装置及び運搬具（純額） 6,358 7,026

土地 9,850 10,038

建設仮勘定 373 119

その他（純額） 458 278

有形固定資産合計 24,218 25,097

無形固定資産   

のれん 565 398

その他 2,470 2,557

無形固定資産合計 3,036 2,955

投資その他の資産   

投資有価証券 4,272 4,053

その他 1,132 1,139

貸倒引当金 △95 △119

投資損失引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 5,307 5,070

固定資産合計 32,562 33,123

資産合計 46,414 49,340
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,605 6,864

短期借入金 5,528 9,944

未払法人税等 290 96

引当金 238 391

その他 3,110 3,199

流動負債合計 14,773 20,498

固定負債   

長期借入金 7,946 5,508

退職給付引当金 1,499 1,464

その他の引当金 694 708

負ののれん 1,370 1,730

その他 2,305 2,148

固定負債合計 13,817 11,559

負債合計 28,590 32,057

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,013 4,013

資本剰余金 5,046 5,046

利益剰余金 9,124 8,699

自己株式 △28 △28

株主資本合計 18,155 17,730

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,011 820

土地再評価差額金 △1,288 △1,242

評価・換算差額等合計 △276 △422

少数株主持分 △55 △25

純資産合計 17,823 17,282

負債純資産合計 46,414 49,340
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 36,918 30,879

売上原価 29,924 24,680

売上総利益 6,994 6,199

販売費及び一般管理費 6,569 5,455

営業利益 424 743

営業外収益   

受取利息 12 6

受取配当金 121 91

負ののれん償却額 353 359

持分法による投資利益 10 －

その他 114 129

営業外収益合計 613 586

営業外費用   

支払利息 193 165

持分法による投資損失 － 40

その他 70 64

営業外費用合計 263 270

経常利益 774 1,058

特別利益   

固定資産売却益 － 39

投資有価証券売却益 － 21

貸倒引当金戻入額 20 7

その他 12 32

特別利益合計 33 101

特別損失   

投資有価証券評価損 249 56

固定資産除売却損 28 39

減損損失 3 284

その他 129 59

特別損失合計 410 439

税金等調整前四半期純利益 396 720

法人税、住民税及び事業税 529 322

法人税等調整額 48 △118

法人税等合計 578 204

少数株主損失（△） △52 △35

四半期純利益又は四半期純損失（△） △128 551
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 396 720

減価償却費 1,939 1,993

負ののれん償却額 △316 △276

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 △31

退職給付引当金の増減額（△は減少） 66 35

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △80 16

受取利息及び受取配当金 △134 △97

支払利息 193 165

持分法による投資損益（△は益） △10 40

その他の引当金の増減額（△は減少） △39 △182

有形固定資産売却損益（△は益） △1 △39

有形固定資産除却損 28 39

減損損失 3 284

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △21

為替差損益（△は益） 6 4

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 249 56

売上債権の増減額（△は増加） △2,404 1,961

たな卸資産の増減額（△は増加） △216 161

その他の流動資産の増減額（△は増加） 9 84

未払又は未収消費税等の増減額 2 67

仕入債務の増減額（△は減少） 2,182 △793

その他の流動負債の増減額（△は減少） 400 △368

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11 －

預り保証金の増減額（△は減少） 17 △35

その他 98 62

小計 2,384 3,848

利息及び配当金の受取額 133 96

利息の支払額 △160 △161

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △336 26

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,022 3,809
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,956 △1,409

有形固定資産の売却による収入 2 60

無形固定資産の取得による支出 △9 △270

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の売却による収入 0 37

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△130 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△5 －

子会社株式の取得による支出 △34 △1

短期貸付金の増減額（△は増加） 2 0

長期貸付けによる支出 △3 －

長期貸付金の回収による収入 5 4

敷金及び保証金の差入による支出 △33 △21

敷金及び保証金の回収による収入 177 57

その他 △0 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,987 △1,535

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △595 △4,599

長期借入れによる収入 5,107 3,939

長期借入金の返済による支出 △3,643 △1,378

少数株主からの払込みによる収入 11 －

自己株式の取得による支出 △1 △0

自己株式の売却による収入 0 －

リース債務の返済による支出 － △47

配当金の支払額 △230 △171

少数株主への配当金の支払額 △1 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 645 △2,258

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △326 11

現金及び現金同等物の期首残高 2,643 1,727

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,316 1,739
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 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  

（注） １．事業区分は、製品の性質等の類似性に基づいて「セメント関連事業」、「骨材事業」、「環境リサイクル事

業」、「不動産賃貸事業」、「生コンクリート事業」、「管路事業」及び「その他事業」といたしました。

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
セメント関連 

事業 
(百万円) 

骨材事業
(百万円) 

環境リサイクル 
事業 

(百万円) 

不動産賃貸事業 
(百万円) 

生コンクリー
ト・コンクリー
ト二次製品事業 

(百万円) 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 10,620 8,251 5,065  609 10,101

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高 
739 499 163  144 176

計 11,359 8,751 5,228  753 10,277

営業利益（又は営業損失） 406 38 375  332 △354

  
管路事業
(百万円) 

その他事業
(百万円) 

計 
（百万円）  

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 2,139 131 36,918  － 36,918

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高 
0 － 1,723  (1,723) －

計 2,140 131 38,642  (1,723) 36,918

営業利益（又は営業損失） △280 △78 438  (13) 424

  
セメント関連 

事業 
(百万円) 

骨材事業
(百万円) 

環境リサイクル 
事業 

(百万円) 

不動産賃貸事業 
(百万円) 

生コンクリート
事業 

(百万円) 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 9,341 7,309 3,096  604 7,332

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高 
355 492 147  43 32

計 9,696 7,802 3,244  647 7,364

営業利益（又は営業損失） 736 95 212  347 △407

  
管路事業
(百万円) 

その他事業
(百万円) 

計 
（百万円）  

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 1,771 1,423 30,879  － 30,879

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高 
0 0 1,072  (1,072) －

計 1,771 1,423 31,951  (1,072) 30,879

営業利益（又は営業損失） △314 76 747  (4) 743
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２．各事業の主な製品 

  

３．追加情報 

（売上高の計上方法の変更）  

従来、委託販売契約に基づき、委託販売に係る販売手数料を「売上高」及び「販売費及び一般管理費」

に両建て計上しておりましたが、委託販売契約の見直しを行ったため第１四半期連結会計期間より「売 

上高」より控除されております。この変更により、従来の方法によった場合に比べて、セメント関連事業

の売上高及び営業費用が240百万円減少しております。  

  

４．事業区分の方法の変更 

従来、「生コンクリート・コンクリート二次製品事業」に含めて表示していた「コンクリート二次製品事

業」は、前連結会計年度において事業の縮小・撤退を決定したため、第１四半期連結累計期間より「その他事

業」の区分に変更しております。これにあわせ、「生コンクリート・コンクリート二次製品事業」は「生コン

クリート事業」と名称を変更しております。 

この結果、従来の方法に比較して当第３四半期連結累計期間の売上高は、「生コンクリート事業」が1,281

百万円減少し、「その他事業」が同額増加しております。また、営業利益（又は営業損失）は、「生コンクリ

ート事業」の営業損失が122百万円増加し、「その他事業」の営業利益が同額増加しております。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報を当第３四半期連結累計期間において用いた事業区分の

方法により区分すると次のようになります。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

  

事業区分 主要製品 

セメント関連事業 セメント、セラメント・固化材等スラグ関連製品他 

骨材事業 粗目砂、細目砂、砂利、砕石他 

環境リサイクル事業 リサイクル品の再資源化 

不動産賃貸事業 建物賃貸他 

生コンクリート事業 生コンクリート 

管路事業 管路製品他 

その他事業 建設用資材等輸出入、コンサルタント業務、化粧ブロック、舗装用ブロック等 

  
セメント関連 

事業 
(百万円) 

骨材事業
(百万円) 

環境リサイクル 
事業 

(百万円) 

不動産賃貸事業 
(百万円) 

生コンクリート
事業 

(百万円) 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 10,620 8,251 5,065  609 7,822

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高 
739 499 163  144 176

計 11,359 8,751 5,228  753 7,998

営業利益（又は営業損失） 406 38 375  332 △272

  
管路事業
(百万円) 

その他事業
(百万円) 

計 
（百万円）  

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 2,139 2,410 36,918  － 36,918

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高 
0 － 1,723  (1,723) －

計 2,140 2,410 38,642  (1,723) 36,918

営業利益（又は営業損失） △280 △160 438  (13) 424
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前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

 該当事項はありません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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